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顕微 FT-IR および超臨界流体クロマトグラフィーは、高精度な分析手法である o
(2)顕微 FT-IR を用いた組織学的な研究により、植物組織におけるポリイソプレノイドの存在を初めて実証し、ポ
リイソプレノイドの組織内の局在を明らかにしているo
(3) トチュウの葉、樹皮、根、種皮のポリイソプレノイドについて、分子量分布および末端構造を調べ、それらが採
取部位特異的な特徴を有することを明らかにしている o
(4)鎖延長停止末端にアシル基の存在を明らかにし、これがトチュウにおける鎖延長停止機構の一つであることを示
している。
(5) トチュウの葉、樹皮、根、種子、種皮に含まれるポリプレノールに関して、超臨界流体クロマトグラフィーによ
り鎖長分布および幾何異性について解析し、 トチュウのゴムの生合成中間体と考えられる長鎖の全トランス型ポ
リプレノールの存在を初めて明らかにしている。
以上のように、本論文は植物ポリイソプレノイドの解析に有効な分析技術を確立し、また、トランス型のポリイソ
プレノイドに関する重要な知見を与えているo これらの成果は今後のポリイソプレノイドの生合成研究の発展に貢献
するところが大き L、。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める o
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